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任
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務
常
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員
会

あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

⑴
申
立
て
先

　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決

セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）

⑵
申
立
て
の
相
手
方

　

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社

⑶
申
立
て
の
概
要

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
基
づ
き
生
じ

た
損
害
賠
償
の
請
求
の
う
ち
、

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
が
支
払
い
に
合
意
し

な
い
額
10
億
８
千
131
万
４
千
696

円
を
支
払
う
よ
う
和
解
の
仲
介

を
求
め
る
も
の
。

質　

疑　

東
京
電
力
と
の
交
渉

経
緯
と
、
あ
っ
せ
ん
申
立
て
に

至
っ
た
判
断
の
妥
当
性
に
つ
い

て
。

答　

弁　

今
回
申
立
て
る
平
成

23
年
度
分
の
約
10
億
８
千
万
円

に
つ
い
て
は
、
東
電
か
ら
「
弊

社
事
故
に
よ
る
法
令
、
政
府
指

示
に
よ
り
負
担
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
費
用
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
な
い
」
等
、
賠
償
対
象
外

で
あ
る
旨
が
示
さ
れ
た
本
市
の

費
用
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
直
接

交
渉
し
て
も
進
ま
な
い
と
判
断

し
た
。和
解
不
成
立
の
場
合
は
、

次
の
段
階
と
し
て
訴
訟
を
検
討

す
る
。

　

審
査
の
結
果
原
案
の
通
り
可
決

委
員
長　

鈴
木
昌
一

南
相
馬
市
行
政
嘱
託
員
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

原
町
区
下
渋
佐
行
政
区
の

閉
区
並
び
に
原
町
区
上
太
田

字
陣
ヶ
崎
の
字
の
区
域
の
変

更
及
び
画
定
に
伴
い
、
こ
れ

ら
の
行
政
区
の
区
域
を
整
理

す
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を

行
う
も
の
。

質　

疑　

東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
、
区
域
の
ほ
ぼ
全
域
が

災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ

た
行
政
区
の
再
編
等
の
協
議

に
つ
い
て
。

答　

弁　　
三
区
で
各
々
異
な
る

状
況
も
あ
り
、
各
区
毎
に
再
編

に
係
る
意
向
調
査
を
行
っ
て
い

く
。
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
取
得
の
目
的

　

小
高
区
復
興
拠
点
施
設
整
備

事
業
用
地

・
取
得
す
る
土
地
の
表
示

　

南
相
馬
市
小
高
区
本
町
一
丁

目
22
番
な
ど
計
11
筆

５
千
225
・
46
㎡

・
取
得
予
定
価
格

　

１
億
315
万
３
千
円

・
取
得
の
方
法　

随
意
契
約

質　

疑　
用
地
の
取
得
に
係
る

今
回
の
契
約
は
、
土
地
売
買
契

約
と
、
建
物
の
移
転
補
償
契

約
の
別
建
て
と
な
っ
て
お
り
、

４
千
800
万
円
を
超
え
る
移
転
補

償
契
約
が
議
決
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
。

小
高
区
に
つ
い
て
は
、
現
在
帰

還
見
込
み
数
等
を
整
理
中
で
あ

り
、
整
っ
た
段
階
で
全
39
行
政

区
で
座
談
会
を
開
催
し
、
意
向

を
確
認
し
て
再
編
に
つ
い
て
の

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

審
査
の
結
果
原
案
の
通
り
可
決

　

土
地
の
取
得
価
格
と
は
、

土
地
の
財
産
的
価
値
の
み
を

問
題
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
土
地
の
取
得
に
要
す

る
費
用
と
み
る
べ
き
で
あ
る

と
の
考
え
方
も
あ
る
。
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に

関
す
る
条
例
の
趣
旨
に
鑑
み

れ
ば
、
双
方
の
契
約
を
一
体

の
契
約
と
し
て
議
会
に
諮
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁　　
議
決
を
逃
れ
る
よ
う

な
形
で
契
約
を
分
け
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。
今
後
は
、
当
事

者
に
よ
る
特
段
の
理
由
や
、
支

払
い
関
係
で
支
障
の
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
一
本
の
契
約
で
し

て
い
け
る
よ
う
、
関
係
課
と
研

究
を
進
め
な
が
ら
、
取
り
扱
い

を
見
直
し
て
い
き
た
い
。

　

審
査
の
結
果
原
案
の
通
り
可
決

改正後 改正前

行政区名 区　域 行政区名 区　域

上渋佐 上渋佐及び
下渋佐

上渋佐 上渋佐

下渋佐 下渋佐

改正後 改正前

行政区名 区　域 行政区名 区　域

陣ケ崎一 陣ケ崎の東部 陣ケ崎一 上太田字陣ケ崎の東部のうち
雲雀ケ原三を除いた区域

陣ケ崎二 陣ケ崎の西部及び南部 陣ケ崎二 上太田字陣ケ崎の西部及び南部

上太田 上太田 上太田 上太田のうち陣ケ崎一及び陣
ケ崎二を除いた区域

雲雀ケ原三 大木戸字松島、南東方
及び南原の一部 雲雀ケ原三 大木戸字松島、南東方及び南原

の一部、上太田字陣ケ崎の一部

【原町区下渋佐行政区】改正内容

【原町区上太田字陣ヶ崎関係】改正内容
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建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長　

渡
部
一
夫

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
取
得
の
目
的

　

被
災
地
域
農
業
復
興
総
合
支

援
事
業
農
業
用
機
械
購
入

・
取
得
す
る
動
産
及
び
数
量

　

自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
・
ト
ラ

ク
タ
ー（
車
輪
型
）・
動
力
噴
霧

機
・
乾
燥
機
関
係
一
式
・
玉
ね

ぎ
移
植
機
・
収
穫
機
・
乾
燥
機外

・
取
得
金
額

　

５
億
３
千
642
万
５
千
円

・
取
得
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
買
入
れ

・
取
得
の
相
手
方

　

株
式
会
社
南
東
北
ク
ボ
タ

原
町
営
業
所

質　

疑　

被
災
地
域
農
業
復

興
総
合
支
援
事
業
農
業
用
機

械
購
入
で
あ
る
が
、
今
回
の

５
億
３
千
600
万
円
も
含
め
て
、

こ
れ
ま
で
の
機
械
の
購
入
総
額

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　　
こ
れ
ま
で
の
貸
与
に

つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
実
績
額
に
つ

い
て
は
、
15
億
３
千
363
万
４
千
365

円
と
な
っ
て
い
る
。

質　

疑　

農
機
具
を
搬
送
す
る

機
械
に
つ
い
て
、
現
状
の
基
準

で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
ひ
く
タ
イ

プ
の
も
の
し
か
認
め
ら
れ
て
い

な
い
が
、
現
場
の
耕
作
者
か
ら

上
が
っ
て
い
る
基
準
に
は
沿
わ

な
い
要
望
に
対
し
て
、
市
と
し

て
、
国
、
県
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
臨
む
の
か
伺
う
。

答　

弁　

指
摘
の
と
お
り
、
基

準
で
は
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
な

い
も
の
も
あ
る
が
、
要
望
が
あ

れ
ば
、
具
体
的
に
農
業
者
の
方

か
ら
話
を
伺
い
、
認
め
て
頂
け

る
よ
う
、
考
え
方
、
状
況
な
ど

を
丁
寧
に
国
、
県
に
対
し
て

は
、
個
別
具
体
的
に
必
要
性
を

説
明
し
、
相
談
を
し
な
が
ら
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質　

疑　
こ
れ
は
議
会
の
議
決

が
必
要
で
あ
り
、
手
続
き
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
実
際

に
使
用
す
る
農
業
者
か
ら
苦
情

等
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答　

弁　　
確
か
に
申
請
か
ら
時

間
が
か
か
る
が
、
農
業
者
の
そ

れ
ぞ
れ
の
作
業
に
合
わ
せ
る
形

で
事
務
を
進
め
て
お
り
、
苦
情

と
か
は
特
に
な
い
。

質　

疑　
こ
の
制
度
は
、
平
成

32
年
度
ま
で
の
も
の
と
伺
っ
て

い
る
が
、
事
業
の
終
期
、
最
終

の
申
請
に
つ
い
て
。

答　

弁　　
終
期
に
つ
い
て
は
、

機
械
の
導
入
が
終
わ
っ
て
事
業

完
了
と
な
る
の
で
、
基
本
的
に

は
事
業
完
了
を
さ
せ
る
と
い
う

の
が
平
成
32
年
度
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
原
案
の
通
り
可
決

陳
情
第
４
号　

土
取
場
開
発
に

対
す
る
地
域
の
安
全
対
策
に
関

す
る
陳
情
に
つ
い
て

【
陳
情
者
】

　

金
沢
行
政
区
長　

西
山
芳
春

【
陳
情
の
趣
旨
】

　

小
規
模
開
発
に
関
す
る
許
可

や
届
け
出
受
理
に
お
い
て
、
行

政
に
よ
る
的
確
な
指
導
・
監
督

を
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
陳
情
い
た
し
ま

す
。

１　

南
相
馬
市
へ
の
届
け
出
手

続
に
お
い
て
、
大
規
模
開
発

の
案
件
は
も
ち
ろ
ん
、
南
相

馬
市
が
管
理
す
る
小
規
模
開

発
の
届
け
出
に
つ
い
て
も
、

地
域
へ
の
事
前
説
明
・
協
議

を
条
件
と
す
る
こ
と
。

　

特
に
、
工
事
用
車
両
の
安
全

運
行
や
土
砂
流
出
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、関
係
行
政
区
、

関
係
水
利
組
合
、
隣
接
土
地

所
有
者
な
ど
へ
の
事
前
説
明

を
条
件
と
し
、
地
域
住
民
か

ら
求
め
が
あ
る
場
合
は
、
南

相
馬
市
も
協
議
に
参
加
す
る

こ
と
。

２　

複
数
の
小
規
模
開
発
が
隣

接
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
南
相
馬
市
は
、
許

可
・
届
け
出
案
件
ご
と
の
対

応
に
と
ど
め
ず
、
地
域
全
体

の
開
発
状
況
を
把
握
し
て
、

指
導
・
監
督
を
行
う
こ
と
。

３　

南
相
馬
市
へ
の
届
け
出
手

続
に
お
い
て
、
土
取
場
か
ら

の
土
砂
流
出
防
止
策
と
、
発

生
時
の
復
旧
体
制
や
、
開
発

事
業
者
の
緊
急
時
連
絡
先
な

ど
を
明
示
さ
せ
る
こ
と
。

４　

工
事
用
車
両
の
運
行
に
関

し
、
地
域
住
民
の
通
学
・
通

勤
な
ど
の
安
全
確
保
策
を
明

示
さ
せ
る
こ
と
。

５　

小
規
模
開
発
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
南

相
馬
市
と
し
て
上
記
事
項
に

関
す
る
規
則
な
ど
を
整
備

し
、
山
林
開
発
事
業
者
に
対

し
事
前
周
知
を
行
う
こ
と
。

　

願
意
妥
当
で
あ
り
、
採
択

陳
情
第
５
号　

農
業
者
戸
別
補

償
制
度
の
復
活
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
に
つ

い
て
は
、
内
容
に
つ
い
て
詳
細

に
検
討
す
る
た
め
、
閉
会
中
の

審
査
を
要
す
る
た
め
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
審
査


